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もいう）と「生活体育」の 2種類がある。これらの用語は 1962年 9月「国民体育振興法」
により定義され今日に至っている。「専門体育」は体育特技生が行う運動競技活動である（国
民体育振興法第 2条 2）。また、「生活体育」は一般学生が健康と体力増進のために行う自発























表 2 本研究における用語と剣道の取り扱われ方 
  体育授業 運動部活動 剣道 
一般学生 ○ ○ 生活体育 
体育特技生 ○ ○ 専門体育 































































































































































年に著した『The Fighting of Japan』の影響や、新渡戸稲造が 1900（明治 33）年にアメ
































of Korean History）は、国史編纂委員会ホームページで次のように明記している。 
 
『朝鮮王朝実録』は朝鮮の歴代王様たちの実録を合わせて呼ぶ本の名称である。すなわち、『太祖
























表 3 『実録』にみられる剣道等の関連事項 
 
順番（王代） 表題（編纂年数） 巻数 冊数 件数（件） 
第 26代 『高宗実録』（1927-1934） 52 52 2 
第 27代 『純宗実録』（1927-1935） 22 8 1 


















召見回還大使完順君李載完。 載完曰: “臣承命前往日本國、 奉呈國書、今十一日、 自東京復路, 
今日入城矣。” 上曰: “幾次見日皇、 接待果何如耶” 載完曰: “一次晉接、仍陪食、 接件官二員、
輪回來留。 大抵外樣頗款待矣。” 上曰: “凱旋將卒、 皆已還國否” 載完曰: “姑未盡數還到、方
以船以車、 陸續入來、來輒設宴以勞之。 畢還之期、在於陽曆四月云矣。 臣觀其國境土、比我國雖
曰稍大、亦不過一海外小島、而近以富强、稱於列國者、 無他。 全國男女長幼、 勤於事務、 盡夜不
怠、 此其爲開明之要旨。 而我國亦一心勉勵、 以勤爲主、 則進步發達、指日可期也。” 上曰: “治
國之道、 莫先於勤孜。 國無遊衣遊食之民、 進進不已、發達擴張、則何患乎不爲富强 而   鼓
動民心、興學校爲本矣。” 載完曰: “觀其學校、則女子亦爲體操、 而男子則體操外、 又有柔術、擊
劍之技矣。” 
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尉は朝鮮派遣弁理公使花房義質の提議により 1881年 5月 9日に創設された別技軍の教官と












の 1896（明治 29）年、警務庁の教習科目として日本から導入されたのである。 
その後、「撃剣」が朝鮮の学校体育として初めて導入されたのは 1904（明治 37）年体育
教師を養成することを目的として設立された「陸軍研成学校」においてである（Kim,Y.、





















1878（明治 11）年設立の「武芸学校」と 1883（明治 16）年設立の「元山学舎」は、朝鮮
における近代体育の胎動期に建てられた最初の近代的私立学校であり、両学校は民族の危
機の中、学校体育、国防体育的形態を持つ体育を実施した点において体育史的にも意義が
大きい（Gwak,G. et al.、2010、p.6）。Gwak,G. et al.（2010、p.7）は、「武芸学校」に
ついて「武芸班と武術班で編成された武芸学校は武芸教育と無分別な日本文物の輸入に対
する対応策として東萊邑民により自発かつ自主的に設立された。教育制度に関する内容は



















1897（明治 30）年から 1910（明治 43）年までの日本へ留学した朝鮮人留学生数について、
当時の最大留学生団体である「日本留学生学友会」が調査したものを参考に作成したもの




表 4 在日朝鮮人留学生の推移（1897-1910） 
 
年度 在学生数（名） 新入生数（名） 
1897 150 160 
1898 161 2 
1899 152 6 
1900 141 7 
1902 140 12 
1903 148 37 
1904 102 158 
1905 197 252 
1906 430 153 
1907 554 181 
1908 702 103 
1909 739 147 


















































以上、第 1 章の内容にもとづき、韓国の近代体育及び剣道略年表を表 5 にまとめた。ま
た、イデオロギーの変遷と学校剣道の位置づけ（1881-1910）を表 6にまとめた。 
 



































































2009；山田、2004）に、1910（明治 43）年から終戦の 1945（昭和 20）年までの 36 年間を
「武断統治期」「文化統治期」「皇国臣民統治期」の 3 期に分け、各時期における「朝鮮教
育令」及び「学校体操教授要目」の改訂に伴う学校剣道の変遷を明らかにする。 
まず、第 1節では、1910（明治 43）年から 1919（昭和 20）年までの「武断統治期」にお
いて、1911（明治 44）年に公布された「第 1次朝鮮教育令」（勅令第 229号）及び 1914（明
治 47）年に公布された「学校体操教授要目」（朝鮮総督府令第 27 号）に重点を置き、この
時期の「学校剣道」の実態や特性を考察する。そして、第 2節では、1919（大正 8）年から
1937（昭和 12）年までの「文化統治期」において、1922（大正 11）年に公布された「第 2
次朝鮮教育令」（勅令第 19号）及び 1927（昭和 2）年の「学校体操教授要目」（朝鮮総督府
訓令第 8 号）に重点を置き、この時期の学校剣道の実態や特性を考察する。そして、第 3
節では、1937（昭和 12）年から 1945（昭和 20）年までの「皇国臣民統治期」において、1938
（昭和 13）年に公布された「第 3 次朝鮮教育令」（勅令第 103 号）や 1943（昭和 18）年に






















このような教育方針に従って、翌年の 1911（明治 44）年 8 月に全文 30 条になる「第 1









































として登場する」と述べている。翌年 1912（明治 45）6月、文部省令第 15号を以て「師範
学校規定」の一部改正が行われ、師範学校においても撃剣および柔術が加えられる（中村、























































































運動とは、1919（大正 8）年 3月 1日、高宗の葬儀の日に日本の憲兵警察統治に抗議して全
国で朝鮮の独立のために万歳を叫んだ事件である（イ・ウンソクほか、2011、p.79）。その






























































表 9 は、1912（大正元年）年から 1932（昭和 7）年までの朝鮮国内における剣道関連道
場の現況を示したものである。これをみると、多くの剣道関連道場は 1920年代に開設され
ており、そのほとんどは「朝鮮武徳会」「警察」「日本の会社」の管轄であるが、1921（大 
正 10）年 11月に日本留学生、姜楽遠（朝鮮人武道家）により「朝鮮武道館」が解説されて 
ている。 
38 






p.67）。そして、翌年の 1922（大正 11）年には、「朝鮮武道館」主催の「第 1回武道大会」
















表 10 全朝鮮総合競技大会における剣道種目の入賞学校 
 























Note：大韓剣道会（2003）『大韓剣道会 50年史』、p.223を参考に、筆者が作成した。  
40 
表 10をみると、剣道が朝鮮国民の国体である「全朝鮮総合競技大会」の正式種目になっ






































   









代剣道史において、『学生剣道』が定着した時期である」と述べている。表 11 と表 12 は、
1932（昭和 7）年の「高等普通学校」と「官立大邱師範学校」の週間授業時間を示したもの 
 
表 11 高等普通学校の週間の授業時間（1932年） 
 
1年 1 7 2 6 3 3 2 2 1 1 3 32
2年 1 7 2 6 3 3 3 2 1 1 3 32
3年 1 6 2 6 3 3 3 2 2 1 3 32
4年 1 5 3 5 3 3 4 4 3 1 3 32
5年 1 1 5 3 5 3 3 4 3 3 1 3 32
合計 5 1 30 12 28 15 15 20 9 12 5 2 15 160
音楽 体操 合計歴史・地理 数学 理科1 理科2 実業 圖書終身 公民 国語 朝鮮語・漢文 外国語
 
出典：Kim，Y.（2005）A Study of Characteristics of Sword Art Training, or Kumdo, in Korean Schools 




表 12 官立大邱師範学校の週間の授業時間（1932年） 
終身 公民 教育 国語 朝鮮語・漢文 英語 歴史・地理 数学 理科 職業 圖書 音楽 体操 合計
1年 2 8 4 2 3 3 2 3 3 2 3 36
2年 2 8 4 2 3 3 2 3 3 2 3 36
3年 2 3 6 4 2 3 3 3 3 2 2 3 36
4年 2 1 4 5 4 2 3 3 3 3 2 1 3 36
5年 2 1 4 5 3 2 3 3 4 3 2 1 3 36
































 Note：1937年「中学校体操教授要目」（総督府訓令第 36号）を参考に、筆者が作成した。 
 
 





























































































重 サ 百二十匁内外 
長 サ 三尺ヨリ三尺三寸五分迄 
二．初等学校上学年用 
重 サ 百匁内外  
長 サ 二尺九寸ヨリ三尺迄 
三．初等学校下学年用 
重 サ 九十匁内外  
47 


































































































































































































その後、1948（昭和 23）年 8 月には李承晩（初代大統領、1948-1960）政権が樹立され、
10月は米軍政から警察権が渡された。翌年の 1949（昭和 24）年 5月には徐延学を中心に「警
察尚武会」が組織され、各道に支部も設置されることになる。そして、1950（昭和 25）年
4月には全国規模の「第 1回全国警察官剣道大会」が開催されることになった（大韓剣道会、















































































また、1955（昭和 30）年 10 月から韓国の国体である「全国体育大会」（以下、国体）が
復活し、剣道は 1956（昭和 31）年の「第 37 回全国体育大会」から一般部と学生部が新設
57 






表 19 全国体育大会における入賞結果（1956-1962） 
 
Note：大韓剣道会（2003）『大韓剣道会 50年史』、を参考に、筆者が作成した。            
×：記録がみられない。 
 











の剣道について、Gwak,A. et al.（2009）や大韓剣道会（2003、p.409）は、1955（昭和 30）
年設立された陸軍士官学校の体育教育は智・徳・体の教育目標に基づいて、武道と一般体








































   ５．その他、本連盟の目的達成に必要とされる事業 
（以上の内容は筆者が日本語訳した。） 
 

















段者は大学生 380 名、高校生 150 名、中学生 50 名と計 580 名が修練しているにもかかわらず、1965




徐延学の「建議案」によると、1965（昭和 40）年の学生の剣道有段者数は 580 名であり、
同年の大韓剣道会の会員報告者数 21,733名から考えると、26.7%が学生である。1965年「建
議案」では、まるで剣道が 1964年まで学校体育の種目であったように書かれている。しか
し、教育課程を確認した結果、剣道は 1954 年第 1 次教育課程から 1963 年第 2 次教育課程











日親善試合を行い、10 戦 6 勝 1 引き分け 3 敗の成績を残した」という記録がみられる。す
なわち、1966 年は戦後、初めて剣道の日韓交流及び親善試合が行われた年である。また、









報告されている。『大韓剣道会 50 年史』（2003、p.85）によると、1968（昭和 43）年 12 月
までに、中学校 32校、高等学校 61校、大学校 21校で、合計 1,254名が学生選手として登
録されている。大韓剣道会による 1968（昭和 43）年の調査結果からみると、1964（昭和 39）










1959（昭和 34）年から 1970（昭和 45）年まで開催された全国学生剣道大会をまとめると






生剣道大会」を 1971（昭和 46）年 6月「第 6回定期理事会」にて改正している。 
また、1971（昭和 46）年の韓国国内の剣道人口の調査報告によると、「1971（昭和 46）
年 2月まで韓国国内において私設剣道場はみられない」と報告している（大韓剣道会、2003、
p.88）。その結果をまとめると表 21のとおりである。これによると、1972（昭和 47）年 2 
62 
表 20 韓国において第 2次世界大戦後から 1970年まで実施された全国学生剣道大会 
  
年度・月日 従来の大会名 統合改正回数 
1959.6.15 第 1回全国学生剣道大会 第 1回 
1960.4.19 革命で中止 第 2回 
1961.7.6 第 2回全国学生剣道大会 第 3回 
1962.6.3 第 3回全国学生剣道大会 第 4回 
1963.6.16 第 5回全国学生剣道大会 第 5回 
1964.3.29 第 1回全国学生剣道選手権大会 第 6回 
1965.7.4 第 2回全国学生剣道選手権大会 第 7回 
1966.6.26 第 3回全国学生剣道選手権大会 第 8回 
1967.6.29 第 4回全国学生剣道選手権大会 第 9回 
1968.6.19 第 5回全国学生剣道選手権大会 第 10回 
1969.6.21 第 6回全国学生剣道選手権大会 第 11回 
1970.5.31 第 1回全国大学剣道大会 第 12回 
1970.5.31 第 1回全国中高等学校剣道大会 第 13回 






さらに、1972（昭和 47）年 2月までの地域別の剣道人口は表 22のとおりである。これに
よると、1972（昭和 47）年までの韓国の剣道人口は合計 11,100名である。また、地域別（人
口の多い順）にみると、ソウル 2,500 名、慶北 2,000 名、京畿 1,500 名、釜山 1,500 名、






















     ＊：大韓剣道会の剣道場 
 





江原道   600 
忠淸北道   800 
全羅北道   700 
全羅南道   300 
慶尙北道 2,000 
慶尙南道   300 
釜山市 1,500 

























その後、1973（昭和 48）年 9 月には嶺南大学校、釜山大学校、成均館大学校が関西大学
の招待を受け来日し、日本の関東・関西選抜と「第 1 回親善試合」を行ったという記録が
みられる（大韓剣道会、2003、pp.90-91）。この親善試合には嶺南大学校から 4 名、釜山大
学校から 5名、成均館大学校から 5名、合計 14名の選手が参加している。1966（昭和 41）
年から 1987（昭和 62）年までの日韓学生交流及び親善試合をまとめたものが表 24である。
これによると、戦後、日韓の学生たちの交流及び親善試合は 1966（昭和 41）年、城南高等
学校（ソウル）が日本の国際社会人剣道クラブの招待を受け、来日したのがスタートであ
る。その後、1972（昭和 47）年には「第 1 回韓日大学親善剣道大会」が行われ、1976（昭
和 51）年の第 3 回大会からは韓日大学剣道定期交流戦へとその名称を変える。この時期、
日韓学生間の剣道交流及び親善試合が頻繁に行われており、この交流をきっかけに韓国の 
65 
表 23 「全国学生剣道大会」の大会参加登録学校（1971年） 
 


































































表 25 のとおりである。これによると、剣道は 1964（昭和 39）年まで学校体育の種目とし
て採択されていなったことがうかがえる。また、1981（昭和 56）年の「建議案」をみると、
「剣道の韓国起源説」が強調されており、剣道のオリンピック種目入りの可能性が示唆さ
れている。柔道の場合は、1954 年第 1 次教育課程から体育科の種目として採択され、1964
年東京オリンピックから正式種目になることにより、体育科の種目として足場を固めてい
























































れている。この資料によると、1985年現在、初等学校 3校、中学校 36校、高等学校 30校、
大学 22 校、合計 91 校で剣道部が設置されている（大韓剣道会、2003、p.110）。そして、
1971（昭和 46）年から 1985（昭和 60）年までの学校における剣道部の推移は図 2のとおり
である。これによると、学校の剣道部は「大学剣道連盟」（1968）や「中高等学校剣道連盟」
（1970）の創立後、急激に増加している。特に 1979（昭和 54）年までは初等学校において 
 




















は、「大会期間中、KBS にて『第 7 回世界剣道選手権大会』が生中継されることにより、剣
道に対する国民の認識が変わり、剣道の普及と剣道人口の底辺拡大への大きな変化をもた













































のである。そして、この時期の『日刊スポーツ新聞』（1990 年 12 月 12 日付）に、「韓国の


























から夜 10 時まで 500 人から 600 人の剣道愛好家が毎日通っており、10 代から 60 代までの
老若男女がともに剣道を楽しんでいる」とその人気ぶりを報じている。 
また、『朝鮮日報』1990（平成 2）年 11月 9日付には、「李善淑氏（30歳）が韓国剣道史
上、初の女性師範として誕生した」と報じながら、剣道を「女性も楽しめるスポーツ」と











以上のような剣道の人気に伴い、SBS 放送（ソウル放送、韓国の 3 大放送局の一つ）は、




会（個人戦のみ）には 308 人が参加している。その内訳は、初等学校部 72人、中学校部 36
人、高等学校部 58 人、大学部 50 人、一般部 58 人、女子部 34 人などであり、初等学校や
女子の剣道人口も、ある程度定着していることがうかがえる。この大会は毎年開催されて
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おり、韓国の 3 大放送局の一つの SBS 放送局が生中継することにより、剣道の普及に大き
く貢献している。 
第３項 様々な学生剣道大会 












1956（昭和 31）年「第 37 回全国体育大会」と 1958（昭和 33）年「第 6 回全国武道大会」








































れ剣道の韓国起源説への関心が高まった。また 1983（昭和 58）年 12 月にはイジョンリム
（이종림）により『韓国古代剣道史に関する研究：本国剣法を中心に』が剣道界に出され、



























表 29と表 30は、2012（平成 24）年 12月現在、韓国国内で学校の体育授業として剣道を
導入している中学校、高等学校、大学校、特殊機関学校を示したものである。これをみる
と、2012（平成 24）年 12月現在、韓国の中学校 4校、高等学校 14校、大学 28 校、特殊機
関学校 8 校で一般学生を対象にする剣道授業が行われている。地域別にみると、ソウル 5
校（中 1、高 2、大 3）、仁川 2校（特殊 2）、釜山 5校（高 2、大 3）、大邱 4校（中 1、大 3）、 
 
 
































表 30 学校体育として剣道を導入している大学校及び特殊機関学校 















































7及, 9及 - 矯正職, 検察職
大邱
8段の指導師範が審査
  Note：大韓剣道会に問い合わせ筆者が作成した。 
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大田 3校（中 1、大 2）、光州 2校（高 2）、京畿 7校（高 2、大 3、特殊 2）、忠南 9校（高 3、
大 6）、忠北 2校（特殊 2）、慶南 3校（大 2、特殊 1）、慶北 5校（大 5）、全南 3 校（大 3）、
全北 2 校（中 1、大 1）などである。また、授業時間数をみると、ほとんどの中学校では 2
年間週 1 回行われており、全州西中学校では卒業時に初段を授与している。そして、高等
学校では、1年生の 1年間週 1回行っているところと 2年間週 1回行っているところが多い。
また、正規授業ではなく放課後活動（創意的体験活動）として行っているところもみられ
る。そして、大学校は 1 学期週 2 回行っているところが多く、特殊機関学校はそのほとん











































































































表 32 イデオロギーの変遷と剣道及び学校剣道の位置づけ（1950-1985） 
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 剣道はスポーツの一種目である 3.80±1.38 3.52±1.59 3.32±1.50
 剣道はスポーツではなく、武道である 3.42±1.38 3.71±1.33 3.97±1.24
 剣道を続けていると日常生活でも礼儀正しくなる 3.30±1.32 3.49±1.39 3.85±1.32
 剣道を続けていると良い姿勢が身につく 3.72±1.22 3.74±1.31 3.98±1.25
 剣道を続けている人は自分自身にきびしく、しっかりしている 3.44±1.25 3.46±1.28 3.68±1.26
 剣道を続けていれば社会につくそうとする考えを持つようになる 2.68±1.19 2.64±1.27 2.81±1.25
 剣道を長年にわたって続けている人は誠実であり信頼できる 2.97±1.26 3.10±1.34 3.23±1.36
 剣道では高齢者と若者とが対等に競い合える 3.55±1.32 3.52±1.39 3.58±1.45
 剣道では技術よりも気力が重視されている 3.21±1.27 3.20±1.40 3.27±1.23
 剣道では気力よりも体力が重視されている 3.12±1.21 3.24±1.30 2.98±1.24
 剣道では技術よりも体力が重視されている 2.87±1.28 2.77±1.32 2.93±1.23
 剣道の上達のためにはきびしい練習が不可欠である 4.05±1.18 3.99±1.29 4.00±1.23
 剣道の技術は誰にでも体得できる 2.65±1.29 2.72±1.40 2.60±1.37
 剣道のきびしい練習をのりこえられる人は限られた有能な人だけである 2.40±1.29 2.44±1.43 2.26±1.34
 剣道の道場は気持ちが引き締まるような雰囲気を保つべきである 3.55±1.39 3.50±1.45 3.50±1.37
 剣道の試合は声援や鳴り物のにぎやかな応援を認めるべきでない 3.04±1.41 3.01±1.51 2.83±1.43
 剣道を続けている人にはかたくるしい雰囲気がある 2.52±1.40 2.38±1.43 2.32±1.37
 剣道をおこなう人たちは年齢（先輩・後輩）の上下関係を重視している 3.77±1.32 4.05±1.20 4.10±1.26
 剣道をおこなう人たちは段位の上下関係を重視している 3.47±1.21 3.68±1.29 3.57±1.34
 剣道をおこなう人たちは身分（肩書）の上下関係を重視している 3.21±1.30 3.35±1.43 3.30±1.44
 剣道の教えや理論は古くて理解できない 2.74±1.22 2.55±1.28 2.42±1.40
 剣道の伝統的な気風や習慣はそのまま伝承すべきである 3.52±1.25 3.61±1.30 3.46±1.35
 剣道の有効打突（一本）の判定は観る人にとってわかりにくい 3.40±1.21 3.17±1.30 3.18±1.31
 剣道のルールはむずかしくて理解できない 3.17±1.21 2.67±1.28 2.42±1.28
 剣道をオリンピック種目にするように働きかけるべきである 3.28±1.32 3.48±1.36 3.74±1.39
普及策  剣道は子どもの時代から多くの人達に広めていくのがよい 3.01±1.27 3.22±1.38 3.42±1.36
 剣道をもっと外国に広めていくべきである 3.52±1.27 3.77±1.28 3.89±1.30
安全性 剣道はケガが少なく、安全である 2.78±1.28 2.96±1.36 2.89±1.37
剣道での打ち合いは痛み強く、危険である 3.18±1.25 2.77±1.30 2.74±1.39
剣道の有段者（または高段者）になってみたい 3.33±1.49 3.87±1.41 4.08±1.25
剣道の試合は、観る人を引きつける 2.91±1.24 3.09±1.35 3.17±1.35





























































































































































































































































































































































































高校生 386人 （38.2%） 482人 （47.4%） 
大学生 490人 （48.5%） 472人 （46.5%） 










 剣道はスポーツの一種目である 3.50±1.52 3.39±1.30 ***
 剣道はスポーツではなく、武道である 3.72±1.35 3.30±1.36 ***
 剣道を続けていると日常生活でも礼儀正しくなる 3.33±1.40 3.43±1.28 n.s．
 剣道を続けていると良い姿勢が身につく 3.66±1.30 3.83±1.17 **
 剣道を続けている人は自分自身にきびしく、しっかりしている 3.41±1.29 3.52±1.22 n.s．
 剣道を続けていれば社会につくそうとする考えを持つようになる 2.69±1.24 2.69±1.18 n.s．
 剣道を長年にわたって続けている人は誠実であり信頼できる 3.02±1.30 3.01±1.28 n.s．
 剣道では高齢者と若者とが対等に競い合える 3.45±1.37 3.65±1.30 ***
 剣道では技術よりも気力が重視されている 3.22±1.31 3.22±1.25 　n.s．
 剣道では気力よりも体力が重視されている 3.10±1.25 3.15±1.20 　n.s．
 剣道では技術よりも体力が重視されている 2.85±1.30 2.87±1.27 　n.s．
 剣道の上達のためにはきびしい練習が不可欠である 4.00±1.25 4.07±1.15 *
 剣道の技術は誰にでもすぐに体得できる 2.63±1.36 2.72±1.26 　n.s．
 剣道のきびしい練習をのりこえられる人は限られた有能な人だけである 2.40±1.33 2.38±1.29 n.s．
 剣道の道場は気持ちが引き締まるような雰囲気を保つべきである 3.41±1.45 3.66±1.34 ***
 剣道の試合では声援や鳴り物のにぎやかな応援を認めるべきでない 2.99±1.48 3.07±1.38 n.s．
 剣道を続けている人にはかたくるしい雰囲気がある 2.59±1.41 2.68±1.40 n.s．
 剣道をおこなう人たちは年齢（先輩・後輩）の上下関係を重視している 3.92±1.28 3.75±1.33 **
 剣道をおこなう人たちは段位の上下関係を重視している 3.51±1.28 3.50±1.20 　n.s．
 剣道をおこなう人たちは身分（肩書）の上下関係を重視している 3.20±1.37 3.24±1.28 　n.s．
 剣道の教えや理論は古くて理解できない 2.59±1.28 2.78±1.21 **
 剣道の伝統的な気風や習慣はそのまま伝承すべきである 3.49±1.31 3.57±1.23 ***
 剣道の有効打突（一本)の判定は観る人にとってわかりにくい 3.34±1.31 3.36±1.16 　n.s．
 剣道のル-ルはむずかしくて理解できない 2.90±1.31 3.16±1.18 ***
 剣道をオリンピック種目にするように働きかけるべきである 3.27±1.40 3.43±1.27 **
 剣道は子どもの時代から多くの人達に広めていくのがよい 3.02±1.34 3.13±1.25 　n.s．
 剣道をもっと外国に広めていくべきである 3.56±1.29 3.62±1.28 　n.s．
 剣道はケガが少なく、安全である 2.87±1.34 2.76±1.27 　n.s．
 剣道での打ち合いは痛みが強く、危険である 2.97±1.31 3.19±1.21 ***
 剣道の有段者（または高段者）になってみたい 3.54±1.48 3.41±1.48 *
 剣道の試合は、観る人を引きつける 2.88±1.29 3.04±1.24 **








































































































































































































































































































統計処理は Excel2007（Microsoft）を用いた。11 カテゴリーと 32 項目について、剣道
の体育特技生と韓国ナショナルチーム剣道選手との比較では、対応のない t検定を行った。
すべての検定の統計学的有意水準は 5％未満とした。なお、調査対象の特性は表 38 のとお
りである。 
 























群 サンプル数（人） 平均年齢（歳） 経験年数（年） 平均段位（段） 
体育特技生（大学生） 100 22.0±1.03 6.9±3.6 3.5±1.64 
ナショナルチーム 11 28.5±3.04 15.4±1.4 4.4±0.69 
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表 39 剣道に対する意識（剣道の体育特技生とナショナルチーム剣道選手の比較） 
体育特技生 ナショナルチ-ム
(n=100) (n=11)
剣道はスポーツの一種目である 3.18±1.52 3.45±1.21 *
剣道はスポーツではなく、武道である 4.09±1.08 3.64±1.36 *
剣道を続けていると日常生活でも礼儀正しくなる 3.82±1.34 4.73±0.65 ***
剣道を続けていると良い姿勢が身につく 3.90±1.22 4.45±1.36 **
剣道を続けている人は自分自身に厳しく、しっかりしている 3.79±1.20 4.00±1.18 n.s.
剣道を続けていれば、社会につくそうとする考えを持つようになる 2.95±1.25 3.55±1.13 *
剣道を長年にわたって続けている人は、誠実で信頼できる 3.31±1.36 3.64±1.29 *
剣道では、高齢者と若者とが対等に競い合える 3.41±1.46 2.45±1.75 **
剣道では、技術よりも気力が重視されている 3.37±1.24 3.91±1.30 *
剣道では、気力よりも体力が重視されている 2.86±1.28 2.64±1.50 *
剣道では、技術よりも体力が重視されている 2.87±1.31 2.36±1.29 *
剣道の上達のためには、厳しい練習が不可欠である 3.91±1.27 3.36±1.50 *
剣道の技術は、誰にでもすぐに体得できる 2.54±1.38 1.82±1.08 **
剣道のきびしい練習を乗り越える人は、限られた有能な人だけである 2.47±1.34 1.91±1.58 *
剣道の道場は、気持ちが引き締まるような雰囲気を保つべきである 3.49±1.27 4.55±0.93 ***
剣道の試合では、声援や鳴り物のにぎやかな応援を認めるべきでない 2.98±1.44 3.45±1.37 *
剣道を続けている人は、堅苦しい雰囲気がある 2.46±1.31 2.36±1.36 n.s.
剣道を行なう人は、年齢（先輩・後輩）の上下関係を重視している 4.16±1.25 5.00±0.00 ***
剣道を行なう人は、段位の上下関係を重視している 3.53±1.30 4.09±0.83 *
剣道を行なう人は、身分（肩書）の上下関係を重視している 3.15±1.45 3.09±1.81 n.s.
剣道の教えや理論は古くて理解できない 2.58±1.46 3.00±1.34 *
剣道の伝統的な気風や習慣はそのまま伝承すべきである 3.54±1.36 4.55±0.52 ***
剣道の有効打突（一本)の判定は、観る人にとってわかりにくい 3.17±1.29 2.73±1.35 *
剣道のル-ルはむずかしくて理解できない 2.44±1.24 1.82±1.08 **
剣道をオリンピック種目にするように働きかけるべきである 3.52±1.49 4.91±0.30 ***
剣道は子供の時代から多くの人たちに広めていくのがよい 3.34±1.34 4.55±0.82 ***
剣道をもっと外国に広めていくべきである 3.84±1.28 5.00±0.00 ***
剣道はケガが少なく安全である 2.94±1.30 2.36±1.57 *
剣道での打ち合いは痛みが強く、危険である 2.57±1.35 2.09±1.30 *
剣道の有段者（または高段者）になってみたい 4.10±1.30 4.55±0.93 *
剣道の試合は、観る人をひきつける 3.19±1.38 2.64±1.63 *





































































































































その後、1988年第 7回世界剣道選手権大会の開会式で試演された。そして、1992 年第 1回
本国剣法競演大会が競技として定着し、1994 年からは大韓剣道会の昇段審査の科目として
採択されて今日に至っている（大韓剣道会、2003、p.421）。また、「朝鮮勢法」は、1982年
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